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東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言におけるある種の音韻対応［k・x－ｐ］＜［*kw］

東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言における
ある種の音韻対応［k・x－ｐ］＜［＊kw］

安　部　清　哉

論文要旨
　本稿では、東アジア言語に見られるある種の音韻対応の傾向「ｋ・ｘ－ｐ」について取り上げる。前
半部分では、1 国内ではじめて紹介する主題もあるので、その前提となる言語・文化的特徴に関する安
部の既研究内容についての解説を行っておく。
　アジア・環太平洋の連続する広い領域には、「モンスーン・アジア（気候）」（Monsoon Asia）と呼ば
れている気候特徴をその背景にもつ文化的共有現象が認められる。この領域には、神話、動物、植物、
民俗、考古学などの文化人類学的な多くの共通性のほか、言語においても共通する現象や、同語源の蓋
然性の高い単語の分布が認められる。それゆえ、この領域を「Monsoon Asia Cultural Sphere、ＭＡ文
化圏」と安部（2003）で名付けた。そのユーラシア大陸側の文化境界線を、動植物の分布境界線の命名
に倣い、「Monsoon Asia-ABE-Line」名付けた。
　また、この MA 領域の東アジア地域では、気候の寒冷・温暖の格差が南北の文化を 2 分している文
化境界がある。その南北境界線は、日本列島の南北方言分布境界線（気候線）と、朝鮮半島の南北方言
分布境界線、及び、中国の「秦嶺－淮河線 Qing-Ling ＝ Huai-river ＝ Line」を結ぶ､ 一続きの文化境
界線を形成している（「Monsoon Asia　Central Climate Line　Ｍ . Ａ . 中央気候線」と名付ける）。

【表 1 】 ＭＡ文化圏内の言語の「火」を表す語  ［*poi ～ *apoi］

日本語　Japanese [ hi ＜ pi, po ＜ ＊ʔpo ＜ ＊ʔpoi ＜ ＊apoi ]

中国語　Chinese [ huo (xuə・xua) ＜ hua ＜＊xwər 上古音（＜＊kwuər）＜＊puər ＜ 
＊puəi ＜＊ʔpuoi ＜＊apoi]

アイヌ語　Ainu [ apé　  ＜ ＊apui ＜ ＊apoi]
朝鮮語　Korean [ pul ＜　 pïl 　＜＊pui ＜ ?　]
南島語　Austronesian [ ＊apuy ＜ ＊apui ＜　＊apoi] 
アルタイ語祖語　Proto Altaic　 [ ＊p‘ ore  ]（fire, burn）/Greenberg （2002）, Eurasiatic, [＊par]

【Chart １】　On Sound Correspondence ‘ b/p—m, d/t—n, *g/*k, x, h―p・b ( ＜ *kw ),’ between 
North and South Dialects in East Asian Languages; Japanese, Chinese and Korean.

East Asian Lang. Bilabial Alveolar Labial, Velar (Labial Velar)
　[ k or p ＜＊kw Double articulation] distinctive feature

 North Dialect b / p d / t *g/*k, x, χ, h, ＊#h【※ note】 plosive

 South Dialect m n p, Φ , f, ＊kw, ＊gw, ＊#hw, ku, gu,
　【※ note: #h ＝ voiced　［ｈ］】 labial, nasal?

（表の注は本文の表参照）
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０、はじめに

　執筆者は、これまで、アジア・環太平洋の連続する広い領域に、Monsoon Asia という気

候を背景にした言語的、また、文化的共通現象が認められることを指摘し（安部 2001. 8 以降、

参考文献参照）、「Monsoon Asia Cultural Sphere、ＭＡ文化圏」と名付けて、調査を続け

てきた（【図 1 参照】）。

　その東アジア地域では、気候の寒冷・温暖の格差が、南北の言語（の方言）と文化とを２

分している。その「南北（言語文化）境界線」は、日本列島の南北方言分布境界線（気候境

界線）と、朝鮮半島の南北方言分布境界線であり、さらに、中国において既に知られている

文化境界線である「秦嶺－淮河線，Qinling － Huaihe － Line」がそれに該当する。そして、

これらは､ アジアの中央を東西に横に貫く、一続きの文化境界線を形成しているので、

「Monsoon Asia　Central Climate Line（Ｍ . Ａ . 中央気候線）」と名付けた（【図 1 、図 2

参照】、中国―朝鮮半島―日本列島を横切って連続する境界線を参照）。

　注目されるのは、このＭＡ文化圏の東アジア言語である日本語・中国語・朝鮮語において、

それぞれの南北方言に共通した、ある種の「音韻対応（sound correspondence）」の傾向を

指摘することができることである。それは概略、b・p － m、d・t － n、＊g・k・ｘ－＊gw・
＊kw・p・f・Φ（それぞれ、横線の「左－右」が「北側―南側」の音声特徴）と示すことが

できる（【Chart 1】参照、その提示は、安部（1990）が最初のものである）。この「音韻対応」

の特徴は、概略、北方が破裂音（plosive）的傾向、南方が鼻音（nasal）あるいはまた唇音

（labial）的傾向での対立と把握することができる。

　本稿の目的は、この３種類の音韻対立の傾向のうちの１つ、「＊g・k・ｘ－＊gw・＊kw・p・f・

Φ」と再構成して解釈した対応に関して、その一事例を簡略に報告するものである。

　注目されるのは、このＭＡ文化圏の東アジア言語である日本語・中国語・朝鮮語において、それぞれ
の南北方言に、共通した音韻対応（sound correspondence）の傾向を指摘することができることである。
それは、b・p － m、d・t － n、＊g・k・x －＊gw・＊kw・p（北―南）と示すことができる【表 1 】。この

「音韻対応」の傾向は、概略北方が破裂音（plosive）的傾向、南方が nasal （or Labial、grave 暗音）的
傾向での対立と把握することができる。
　この南北での「音韻対応」の指摘は日本語・中国語・朝鮮語ばかりでなく、東アジア言語の研究にとっ
て重要であると考える。なぜなら、この指摘によって、例えば以下のように、これまで別語源とされて
きた基礎語彙「火」の語源が、皆同一語源（*pui） である可能性も出てくるからである。
　今後は、言語のこのような関連性から見ても、このＭＡ文化圏というアジア・環太平洋領域を視野に
いれていく必要がある。（本稿に関連する安部（2025. 3b、2025. 3c）も参照）

　キーワード【音韻対応、モンスーン・アジア文化圏、南北対応、河川名、秦嶺・淮河線】



9

東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言におけるある種の音韻対応［k・x－ｐ］＜［*kw］

１、河川名と類別詞の分布領域とモンスーン・アジア

　アジアには、共通した言語現象と、同語源の蓋然性が高い基礎語彙の分布が認められる。

それは、特に河川名（Hydronimic System）と類別詞（classifier）に顕著である（詳しくは、

安部 2003. 7，安部 2004. 12、ABE2006 等参照、河川名のⅠ「ナイ」、Ⅱ「サワ（沢）」、Ⅲ「ヌ

マ（沼）」の語形分布などは最新の安部（2025. 3b、2025. 3c）参照）。その類別詞の分布領域は、

Monsoon Asia 気候（以下、ＭＡ気候）の領域と共通し、かつ、Frobenius（1938）が指摘

する東洋の類型的神話分布の領域ともほぼ一致している。それは、アジアから環太平洋に及

ぶ「アジア・環太平洋」の地域（【図１】）である。

２、モンスーン・アジア文化圏 “Monsoon Asia Cultural Sphere” という領域

　１に紹介したモンスーン・アジア気候の領域のうち、ユーラシア大陸側は、気候学におい

て比較的明確な境界線が示されている（安部（2025. 3c）掲載）。そこで、安部の日本語方言で

の研究方法と同様に、このＭＡ領域に一様に分布する文化現象、ないし、その領域の外側の

世界とは性格を異にする文化現象を、文化人類学的現象全般に亙って探索した。すると、例

えば一例を示せば以下の①～⑱のように、多くの特徴的現象を見出すことができる（これら

の他に新たに見出した諸現象は安部（2025. 3c）の分布地図参照、以下の 18 点の分布図と出

典情報等もこれを参照）。

《モンスーン・アジア文化圏の文化人類学的諸特徴》

　몬순 아시아 문화권의 문화인류학적 제 현상 （분포도는 아베 홈페이지 참조）

①　Distribution of Classifiers by Aikhenvald 2000,

　　［「類別詞」の分布領域］［분류사」분포지역］

②　Monsoon Asia Area by Yoshino,Masatoshi 1999,

　　［気候区域モンスーン ･ アジア気候区］［기후구역 몬순아시아 기후구］

③　Region of the presipitation over 100mm (in July) in Asia & Pacific rim

　　［アジア・環太平洋における夏季（ 7 月）の降水量 100 ミリ以上の領域］

　　［아시아・환태평양에 있어서 하기（ 7 月）의 강수량 100 미리 이상 지역］

④　Distribution of Chopping Tools in Paleolithic era by R.Lewin 2002,

　　［旧石器時代の Chopping Tools（打製石核石器）の分布領域］

　　［구석기 시대의 Chopping Tools（타제석핵석기）의 분포지역］

⑤　Distribution of Dioscorea (yam) by Nakao,Sasuke 1966.

　　［ヤムイモ（温帯種・熱帯種）の分布領域］
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［Dioscorea (yam)：산마（온대종・열대종）의 분포지역］

⑥　Distribution of Taro by Hotta,Minoru 1974.

　　［サトイモ科の分布領域］［토란과의 분포지역］

⑦　Distribution of liquor fermented by aspergillus & by saliva by Nakao,Sasuke 1967.

　　［酒類分類における麹発酵酒＋唾液発酵酒の分布領域］

　　［주류분류에 있어서 쌀누룩발효주＋타액발효주의 분포지역］

⑧　 Historical Distribution of the Tiger by IUCN 1996,

　　［トラの本来的生息地域領域］［호랑이의 본래 서식지 영역］ 

⑨　 Floral zone in Asia by Kitamura,Shiro 1957

　　［アジアの植物区系］［아시아의 식물구계］

⑩　Area & Division of Farming in China by F.Spencer 1954,

　　［中国の農耕領域］［중국의 농경영역］

⑪　Urhaimat & Diffusion Area of Austronesian by Katayama,Kazumichi 1996,

　　［オーストロネシア語の源郷と拡散地域］

　　［오스트로네시아어의 원향과 확산지역］

⑫　Distribution of mice(Castaneus & its Hbb-d type) by Moriwaki & Yonekawa 1993,

　　［ハツカネズミ（キャスタネウス型および Hbb-d 型）の世界的分布領域］

　　［mice（Castaneus 型 및 Hbb-d 型）의 세계적 분포지역］

⑬　Distribution of Typolosical Mythology of East by Frobenius 1938,

　［東洋における神話の類型的分布領域　全 10 図（フロベニウス 1938）］

　［동양에 있어서 신화의 유형적 분포영역 全 10 장（Frobenius 1938）］

⑭　Distribution of Money Cowrie(shellfish,Family Cypraeidae)by Shirai,Shohei1997,  

　［ＭＡ海域におけるタカラガイ類の分布領域］

　［몬순 아시아 역에 있어서 Money Cowrie 류의 분포지역］

⑮　Distribution of certain viruses in primates by Oppenheimer 2003. 

　　霊長類のある種のウイルスの分布（アフリカにも分布する）（オッペンハイマー（2007））

⑯　Distribution of Old-World monkeys and apes in Eurasia by Lewin 2002. 

　　旧世界猿と類人猿の（地理的）分布（アフリカ大陸全土にも分布する）（ルーウィン（2002））

⑰　Areas where dog-eating is customary (in the present or past) by Suzuki 1978 based 

on Simoons 1962.

　　犬を食用とする習慣が（現在・過去に）ある地域（「イヌの食用圏」、Simoons（1962）に

基づく鈴木（1978））

⑱　Distribution of frogs (toads) of the family Brevicipitidae by Darlington 1966. 

　　ある種の蛙の分布地域（Zoogeography, by P. J. Darlington,JR.,（1966））
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　これらの分布のユーラシア大陸内部の境界線は、必ずしも完全に一致するものではない。

特に北アジアになると、その分布が見られなくなる現象もある。しかし、大局的に見れば、

ＭＡに共通する特徴的文化現象の分布範囲、あるいは、ＭＡの領域の外延部での境界線を特

徴付けている現象と見なすことができる。

　この MA 領域には、言語と神話と気候、そしてまた、植物・動物・文化等、様々な文化

人類学的現象が共通して現れている。それらの多くには、ＭＡという気候との関連性が認め

られる。例えば、サトイモ・ヤムイモ・コンニャクイモ等に代表される種々の芋類と、神話

でもいわゆる「ハイヌウェレ型神話」＊との関連性などである。（＊「ハイヌヴェレ」神話とも。

世界各地に見られる食物起源神話の型式の一つで、殺され埋められた死体から作物が生まれ

たとする神話の類型）。

　また例えば、「類別詞」は、MA が周囲の領域の比較的乾燥・冷涼な土地柄に比せば、一

定の雨量や水利に恵まれているため食料となる豊潤で多種多様な動植物（の名称）が多い故に

その事物の認知や分類にも、弁別しやすい類別範疇が発達した、と仮説的に解釈することが

できる。モンスーンが常に定期的に水をもたらすので植物が多様となり、植物が豊かにあれ

ば草食動物や食料にもなる昆虫類も多種豊潤となって、肉食動物にも恵まれ、それらは全て

人間の食料となる。おおよそ共通した食料が存在する範囲では食料の入手技術や加工技術な

どの共通の文化的情報が生まれてそれが共有されやすく、かつ、それが伝播する過程で何ら

かのコミュニケーションが行われることとなる。それらの食料の中心に上記のような主食的

なイモ類があり、その分布が共通していたことがこの領域に特に大きく影響していたものと

考えられる。

　これらの分布現象からは、ＭＡ気候という自然環境要因が、極めて長期に亙って、植物・

動物、食物栽培、動植物加工や動植物移動ほか、文化・言語、言語を媒介とする文化（例え

ば、神話分布の共有）の形成に、徐々に長期にわたって影響してきたであろうことが推察さ

れ、分布はその結果を示していると考えられる。 

　さらに興味深いのは、人類学的に見ると、MA 文化圏の領域は、東洋人つまりモンゴロイ

ドが、インド西方からアジア・太平洋周辺に拡散していったルート・範囲とかなりよく重なっ

ているという点である。今後は、MA 文化圏と、モンゴロイドの拡散による文化形成との関

連性も研究していく必要がある課題と思われる。

　これらのうち、その領域が比較的明確でかつ広域に亙っている、類別詞、モンスーン・ア

ジア気候、そして神話分布は、ほとんどその範囲が重なっている。それらは、アジアから環

太平洋に及んでいる。これらの多くの分布範囲がほぼ重複しているのは偶然とは見なし難い。

上に言及した事例以外にも、相互に何らかの影響関係があったものと推定された。

　これらの現象の中で、植物・動物の分布ほか、多くの現象に影響を及ぼし得るのは「気候」
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的均質性と考えられた。それゆえ、これらの共通現象を極めて長期間に亙って直接的に間接

的に形成してきたのは、「モンスーン気候」という自然環境にその第１義的要因があると結

論付けられる。世界的に見ても、このように多くの文化的特性が重なり合う広域の領域は、

いまだほかに見出せない。これらの文化的共通性に着目し、この領域を仮に「Monsoon 

Asia Cultural Sphere、ＭＡ文化圏」と名付けることにしたのだった。

　また、そのユーラシア大陸側の領域の外延部には、ほぼ一定の境界線を設定することがで

きる。それを、世界的動植物分布境界線の命名法に従い、「Monsoon Asia-ABE-Line」（モ

ンスーン・アジア―安部線）と仮称することとした（【図１】参照、安部（2003. 3）、最新の

情報は安部（2025. 3c）参照）。

３、モンスーン・アジアの東アジアを南北に区画する「Ｍ . Ａ . 中央気候線」

　ＭＡの中を詳しく見ていくと、東アジアの日本列島・朝鮮半島（韓半島）・中国大陸には、

南北での気候の境界線がある。

　また、気候の境界線の付近には、気候の影響で、文化的現象でも境界が見られる（【図 3 】、

安部（1999. 9）以降）その位置はおよそ、最寒月である 1 月の平均気温 0 度の等温線を境界と

するもので、冬季に氷点下になるかどうかが、重要な要因になっていたと考えられる。

　その境界線の位置は、中国では既に漢の時代から文化境界として知られており、「秦嶺山

脈―淮河線」【注２】という名称を持つ。それは、中国の歴代国家形成にも影響してきたこ

とが知られている。安部（2003. 3）では、その境界線も含め、中国大陸・日本列島・朝鮮半

島の文化的境界線をひと続きの連続するものと解釈した（「モンスーン・アジア中央気候線」

と名付けた）。つまり、気候の「温暖―寒冷」によって、アジア南北における方言と文化が

南北に 2 分されているのである。それぞれ「アジア北方文化圏」、「アジア南方文化圏」とに

分けることができる。

　興味深い点は、その境界線が、旧石器時代の「細石刃文化」の拡散ルートにも認められる

点である（【図 7 】）。それゆえ、アジア・環太平洋という広大なＭＡ気候の範囲の中にあって、

この気候境界線は、古くからこの領域内の文化にも影響を及ぼした境界線であったことが分

かる。今後は、ＭＡ文化圏形成過程におけるこの気候境界線の影響についても研究が必要と

考える。
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東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言におけるある種の音韻対応［k・x－ｐ］＜［*kw］

４、日本語・朝鮮語・中国語における南北方言音声の共通現象

【表₂】　東アジアの南北音韻対応　［b・p ― m ］交替
〈沼・泥〉に見られる［b・p－m］の東アジアの南北音韻対応の法則 （※は推定位置）

音韻對応 半島部 列島部 大陸部［中國語否定詞］
（橋本萬太郎（1978））

＊b, p 北方音 破裂音 朝鮮語※ nup
（＊北部朝鮮語）

アイヌ語　nup 
日本語　　nuba 不＊piuə（g）　弗＊piuət　非piuə（d）

m　南方音 鼻　音 新羅語　numa 日本語　　numa 無＊miuəg　勿＊miuət　微miuə（d）

「MA 中央気釦泉」（安部 1999.9） の南北における東アジアの音韻対応の法則［p・b－m 対応］）

【表₃】　東アジア古層言語の「音韻対応の法則」の理論的再構成（試論）（安部1999）

The Triple Pairs of Sound Correspondence in Old East Asian Languages

東アジア地域
East Asia Lang.

両唇音　 歯茎音　 唇軟口蓋音～声門音
Bilabial　Alveolar　Labial Velar~Glottal

Distinctive Ftr.
口音性 Oral
/ 鼻音 Nasal

北方子音
North Consonant

ｂ～ p‘ ― ｄ～ t‘ ― gw ～ kw

│　　　　 │　　　　　│
ｍ　 ―　 ｎ　―　 *ŋ（～ *ɣ）
　　　　　 │　　　　 p →Φ→ h

［Oral  口音性］
Plosive 破裂音

南方子音
South Consonant

［Nazal 鼻音性］
Nazal  鼻 音

（地域的変異）
Local Variant

　　　 《ｒ》
　　　　　 │ 《異層語の影響？》

　　　 《ｊ》 《the Influence of Other Staratum?》

【表３】注：［ｄ/ｔ－ｎ－ｒ－ｊ］対応の縦列について補足する。［ｄ/ｔ－ｎ］対応は［ｂ/ｐ－ｍ］
対応とパラレルな関係にあるが、その例には「どく―のく（退）」「シダ－シナ（時）」等がある。
一方それ以外の対応関係が複層する。「うどん－うろん（饂飩）」「ココダ－ココラ」等に現れ
る［ｄ－ｒ］対応、断定の助動詞「ダ－ヤ」に現れている［ｄ－ｊ］対応【＊語源「読」と和
語「ヨム」とその＊推定語源「読」の字音の古代音での［ｄ－ｊ］も考慮する】、古代助動詞「ラ
ル－ラユ」や命令形の「（見）ロ－ヨ」等に現れる［ｒ－ｊ］対応である。これらは西日本で
も特に《熊野－奈良－福井線【⁑】以西（新潟を含む）に偏る傾向をもつ（下記※参照）。【こ
れらの内、［ｔ－ｒ］には「テンチウ－テンリウ（天竜）」の他、日本語ｔと朝鮮語のｒ /l （蜂、
水等）の音韻対応も関わる可能性がある。「ｄ－ｊ」対応は「方言圏α」（安部（2023））の領域
で特徴的である。】その［ｄ－ｊ］対応の［ｊ］の口蓋化による［dj-］が要因と推定さられる
［ｄ－ dj / dʒ （⇒ dz、z）］による、いわゆる「ダ行－ザ（ジャ・ヂャ）行」交替である助動
詞「ダ（d）－ジャ（dj, dʒ）－ヤ（ja）」や、それがサ・ザ行に及ぶ「ヒザ－ヒダ（膝・襞）」のい
わゆるダ行－ザ行交替も、この［ｄ－ｊ］対応と関わるとも推察できる。西日本でいわゆる「ダ
行－ラ行－ザ行の混同」が多い背景は【表３】の対応を仮定することによって解釈できる。総
じて、［ｄ/ｔ－ｎ－ｒ－ｊ］の交替パタンが（西日本内で）生じている。通時的には、その地
域差と対応現象から見て、⑴［ｄ / ｔ－ｎ］⇒⑵［ｄ－ｊ］⇒⑶［ｄ－ dj / dʒ （⇒ dz、z）］と
いう史的関係が想定できる。中でも、「ダ行・ラ行・ザ行の混同」の領域の西側境界（上記【⁑】）
が注目されるが、それが、様々な音声上の西日本側偏在現象の中でも、中輪方言の西端線でも
糸魚川・浜名湖線でも“なく”、むしろ京阪式アクセント分布の西端線以西および五段動詞ウ
音便範囲のほぼ西端線以西という偏在である点は、諸々の音声・音韻現象の分布範囲の形成プ
ロセスを総合的に考えていく上で、極めて重要で注目される分布範囲であると考える。（※上
野善道（1989）『音韻総覧』の「13　ザ行・ダ行・ラ行の混同の有無」の言語地図参照）
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　次に本稿での主題である東アジアの 3 つの言語、日本語・中国語・朝鮮語を、3 章で指摘し

た気候境界線の視点から見てみることにしたい。気候境界線という同一の自然要因と地理的

連続線によって、日本語・中国語・朝鮮語の 3 つの言語は、それぞれ南北方言に 2 分されて

いることを指摘することができる。それは、中国語の北京官話系方言―南方広東系方言、日

本語の日本海側北方方言―太平洋側南方方言、そして朝鮮語の場合はやや複雑だがおおむね

高句麗方言―新羅・百済方言である（安部（2005. 5））。

　注目されるのは、この 3 言語の南北方言を対比すると、中国語・日本語・朝鮮語それぞれ

に南北方言の間に共通したある程度の「音韻対応」（Sound Correspondence）の傾向を指

摘できることである（以下ではいずれも線の左右が「北―南」を示す）。それは、結論を先

取りして示せば、次のような北－南間での相違である（【Chart 1】、安部（1999）『玉藻』35

を改編、そのうち「ｂ－ｍ」対応については安部（2005. 5）でも取り上げている）。

　◆唇音、歯音、（唇）口蓋音に見られる南北の対応

　　１）　Labial=［b・p ― m ］

　　２）　Dental=［d・t ― n］

　　３）　Labial Velar ＝［＊g・k・x・χ・ｈ ― ＊gw・＊kw・p・ｆ・Φ］ 

　このうち、「 1 ）Labial=［b・p ― m］」は、橋本萬太郎（1978）が挙げる中国語の否定辞

「不、佛、非」―「無、勿、微」に見られる子音「ｐ－ｍ」の対応を踏まえている（【表 3 】の

右側を参照）。日本語（方言）で言えば、北の破裂音「ｂ」に対する南の鼻音・唇音の「ｍ」

となる事例である（例えば、牛の鳴声由来の「べー」類と「モー」類が該当）。中国語で言え

ば、【表 3 】の右側を挙げた橋本萬太郎（1978）の中に挙げられている言語地図【図 8 】「中国

語における南北の「k-p・f-m」：否定語の南北方言での相違　（鈴木秀夫（1987）」の中に認め

られるものである。上記【表 3 】で言えば「 3 ）Labial Velar ＝「k-p・f・m」が該当する」。

　以下では、「*g・k・xx ― *gw・kw・b・p・f・Φ」の例を取り上げ、地図を示して解説する。

まず、 3 言語それぞれにおいて、現在指摘し得る該当する言語事象は以下の通りである。そ

れを元にして、 3 言語それぞれにおける南北方言語形を示すと、後の【表 1 】のようなもの

が指摘できる。

◆日本語

①　［kitu -- pitu］（櫃、ヒツ）,　［suka・si -- supa・si ］（酸っぱい）。【図 9 ①】

②　「北アクド―南アド＜アウド＜＊アフド」（「踵の言語地図」参照、北のアクドと南のアド

が確認できる）【図 9 ②】
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③　「北クジナ―南フジナ・ムジナ」（「タンポポの言語地図」参照、北にクジナがある。南

の語形としては、この地図には表れないが、フジナ（h< ｐ音）は大分県大分郡、ｍ音の

ムジナ、ムチナ、ｂ音のブチナが「《むじな》《むちな》《ぶちな》 勢州※ 034 ※ 039」（『日

本方言学大辞典』）、また、文献では平安期の「フヂナ」が「＊本草和名〔918 頃〕「蒲公

草 一名耨草〈上江項反 下奴豆反〉和名布知奈」」に確認できる。【図 9 ③】

◆中国語　「火」における［xｗə・xua -- f ・p］　（そのほかの語形における同様の南北での

対応語形は【図 10-①、図 10-②】参照）。

◆朝鮮語　「城・忽（村落）」における［xul］（［kor］、［hor］など音価は諸説あり） -- puri （piri）

/ pul （pїr）］の南北方言（李崇寧（1967）ほか、『三国史記』のこの地名表記については先

行研究多い。李芳漢（1983）では高句麗語「［xuət］　忽」を同源と解釈する）。【図 5 －①、

図 5 －②】

　これらの方言音声の対応位置は、【図 1 】に示した「気候境界線」を境界として南北での

相違を示す。それぞれの南北方言での相違からは、気候境界線の位置での南北での対立をな

していることを確認することができる。

　これらは概ね、北における硬口蓋から喉音（喉頭音 laryngeal sounds、喉音 guttural 

consonant）にかけての発音と、南における唇音という対立で類型性があることがわかる。

【Chart １】On the Sound Correspondence ‘ b/p—m, d/t—n, *g/*k, x, h―p・b ( ＜ *kw ),’ between 
North and South Dialects in East Asian Languages; Japanese, Chinese and Korean.

East Asian Lang. Bilabial Alveolar
Labial, Velar (Labial Velar)
　[ k or p ＜＊kw Double articulation]

distinctive feature

 North Dialect b / p d / t *g/*k, x, χ, h, ＊#h　【※ note】　◆注 plosive

 South Dialect m n
p, Φ , f, ＊kw, ＊gw, ＊#hw, ku, gu,
　【※ note: #h ＝ voiced　［ｈ］】

labial, nasal?

【概略、北方がおおむね破裂音（plosive）的傾向、南方が nasal か lavial 的傾向で対立する傾向がある。◆注
＝この部分は k-p 対応の理論的祖語形［＊kw］の変異形で、喉頭音（Laryngeal sounds）、喉音（guttural 
consonant）に関わる。】

５、日本語の南北方言対立における音声的傾向

　ここでは、日本語における南北対立方言の他の事例を確認しつつ、それらでの音声的特徴

を示しておくことにしたい。安部（2013、2014）で南北型の方言対立のうち音声上の特徴を

示す現象として以下のものを挙げた（▲は北方方言、▼は南方方言を示し、▲▼は北・南で

相違する特徴を示す）。
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◎音声（唇音化、口蓋化、喉頭化等の音声現象に関わる事例が多い）

音声①　▲▼「ボウ―オウ（追）」の〔唇音 bo―母音 o〕（唇音化）（LAJ147 図「鳥追い歌」・

189 図「鬼ごっこ」）（安部 2008. 3）

音声②　▲▼地名「bu－ｕ対応」〔budo 葡萄－udo･uto 宇藤・宇都〕（唇音化）（安部 2008. 3）

音声③　▲▼「キツ－ヒツ（櫃）」の〔＊kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）（安部 2009. 3）

音声④　▲▼「スッカイ－スッパイ（酸）」の〔＊kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）（LAJ41 図「酸っ

ぱい」、安部 2009. 3）

音声⑤　▲▼「アクド対ア（フ）ド（踵）」の〔＊kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）（LAJ129 図「踵」、

安部 2009. 3）

音声⑥　▲▼「セ・ゼの発音の口蓋化・喉音化（ヒェ・ヘ）」（口蓋化）（「日本方言音韻総覧」

掲載図）

音声⑦　▲▼「ｕ＜ｉ（フガシ（東）・フゲ（髭）」（口蓋化）（LAJ11 図「東」･12 図「髭」、鏡

味明克 1984）

音声⑧　▲▼四つ仮名における「一つ仮名地域／ zi ／（［ї］ or ［ü］）」（口蓋化）とそれ以外の

地域（「日本方言音韻総覧」掲載図）

音声⑨　▲▼開音合音の残存における母音の広狭の南北（▲開音が広母音 a：/ ɔ：、▼合音

が狭母音 u：）（「日本方言音韻総覧」掲載図）

◎アクセント

アク①　▲▼アクセントが母音の広狭により変化する地域▲と変化しない地域▼（口蓋性・

唇音性、母音イ・ウの問題？）（真田 1989）

　これらを、ある程度の共通性がある現象ごとに整理してみると、次の諸点が指摘できる

（以下安部（2011. 3）による）。

　　Ａ　唇音性に関わるもの　　Ａ―ａ　　「母音のｂ音化（破裂化）、唇音性付加」音声①②

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ―ｂ　　「ｋ－ｐ対応」（＜＊kw）音声③④⑤（北のｋ音の側か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ら見ると喉頭化）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 南の P 音側から見れば唇音強化

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ―ｃ　　「ｕ＜ｉ」「中舌音＜ｉ、ｕ」（口蓋化、円唇化、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あるいは母音の（前から）中央寄りへの移動と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 みるべきか）音声⑦⑧

　　Ｂ　口蓋化に関わるもの　音声⑥⑦⑧

　A 群の特徴は、円唇性をもつ母音ウとオがその円唇性を強めた結果、破裂音ｂへとなった

と解釈されるなら、北方がより円唇性が強まるという点では、音声⑦音声⑧の現象、つまり、

音声⑦イ母音がウ母音で現れる特徴、音声⑧イとウの区別が無くなる現象と近似する傾向と
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して、下記のように捕らえなおすことができるかもしれない。

　○Ａ群では、南方に比して北方方言でより唇音性が強まる特徴がある。

　B の、音声⑥⑦⑧の現象は、中舌化も含め、別の角度から見ると口蓋化という見方もでき

よう。

　これらを改めて、２つの点、即ち「ｋ－ｐ」音韻対応、口蓋化から整理すると次のように

なる。

◆　「ｋ－ｐ」音韻対応

音声③　▲▼「キツ－ヒツ（櫃）」の〔＊ kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）

音声④　▲▼「スッカイ－スッパイ（酸）」の〔＊ kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）（LAJ41

図「酸っぱい」）

音声⑤　▲▼「アクド対ア（フ）ド（踵）」の〔＊ kw－ｐ対応〕（唇音化、喉頭化）（LAJ129

図「踵」）

　これらは、「ｋ－ｐ」（＜＊kw）音韻対応の一連の現象と解釈される（安部（2011. 3）参照）。

◆　口蓋化

音声⑥　▲▼「セ・ゼの発音の口蓋化・喉音化（ヒェ・ヘ）」（口蓋化）（「日本方言音韻総覧」

掲載図）

音声⑦　▲▼「ｕ＜ｉ（フガシ（東）・フゲ（髭）」（口蓋化）（LAJ11 図「東」･12 図「髭」、

鏡味明克 1984）

音声⑧　▲▼四つ仮名における「一つ仮名地域／ zi ／」（口蓋化）とそれ以外の地域（「日

本方言音韻総覧」掲載図）

　これらには、口蓋化という点での共通性が指摘できる（安部（2011. 3）参照）。特に、音声

⑦⑧は母音 i・u に関わる口蓋化という点で共通する。北方での口蓋化現象の傾向については、

安部（2013. 3）「東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言の音韻対応から推定

された紀元前 1 万年前の『呼気量変化』（口腔鼻腔流出量比率変化）とその要因について」

において、その要因を解釈してみた。

　上に示したスッパシとスッカシの関係と語源 *sukwa-si とは、この二つの語形の類似性と

分布パタンから次のように推定できる（安部（2007. 10）、安部（2009. 3）、安部（2011. 3）に詳

述した部分がある）。この二語が相違する部分は子音の k、p である。古代日本語において

カ行とハ行（古代の発音ではハ行は P 音なのでパ行）との交替形が、例えば以下ように少

なからず確認できる。

○カム―ハム（噛）、ククム・フクム―フフム（含）、ノコギリ―ノホギリ（鋸）、アク

ト―アフド（踵）、 クナト―フナト（神名）、クスベ―フスベ（痣・黒子）、クスブ―

フスブ（燻）、キタカミ―ヒタ カミ（北上・日高見は同源）。カカ―ハハ（母）、カユ

シ―ハユシ（映・痒）（後者 2 件は安部（2000. 12）にて指摘）。
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　このように子音ｋ－ｐが交替形を生じるのは言語学的には世界的に知られていて、その共

通する遡源として、唇音と軟口蓋の二重調音である唇軟口蓋音［＊kw］が理論的に設定され

ている（例えば、高津春繁（1954）p.60 以降参照）。

　そのような言語学的解釈を踏まえるなら、sukasi、 supasi の理論的共通遡源形は、

*sukwa・si（強調形は＊sukkwa・si）となる。ｋ－ｐ音はともに［＊kw］からの変化形ないし

異音という関係になり、東北ではｋのス（ッ）カイ、関東で p のスッパイで現れたことにな

る。（関東以南の「スシ（酸し）」が広がる以前は、関東以南全域にスハシが分布したと推定

される（安部（2011））。

　kw がパになる日本語での事例としては、キリシタン資料『日本大文典』に記録された長

崎方言における「菓子」（古い発音は kwasi）がパシになる例が知られており、南でのｐ化

現象傾向も確認できる。次に、k － p 対応での異音が、地理的に南北で分かれて分布する事

例には、同様の例として、k －ｐ交替形をもつ「ヒツ（櫃）」に対するｋ語形であるキツが挙

げられる（安部（2009. 3a）参照）。キツの方言語形の分布は、『日本方言大辞典』の報告例を

地図化することで分布を確認でき、ｋ語形のスッカイとまったく同じ範囲に分布し、この解

釈の妥当性を言語地理学的にも裏付ける（【図９- ①A】　日本語方言における南北［k － p］

対応：「キツ－ヒツ」（櫃：木桶）参照）。

　また、スカシ・キツの２つの事例での分布とは完全に一致するものではないが、同様に南

北で k－p の語形が現れるものとしてアクト―アフド（踵）の分布がある（【図９- ②】　日

本語方言における南北［k－ p］対応：「北アクド－ * アフド（＞アウド＞南アド）」（踵））。

これは、アクト－アフド・アド（←アウド←アフド）の k－p 対応と解釈できる。p 形 に由

来するアフド・アドが中部以南（中部と九州）に分布しており共通している。

　また、「タンポポ」にも「北クジナ―南フジナ・ムジナ」の対応がある（【図 9 - ③】参照）。

この言語地図には、南方の語形は表れていないが、【図 9 - ③】に記載したように非北部の

文献例が辞書類にある。

　これらの一致は偶然ではなく、何らかの歴史的地理的な条件による k－p 対応の地理的分

布傾向と位置付けられる（安部（2007. 10）、安部（2009. 3）掲載 のアジア・太平洋の「スッパ

イ」の言語地図参照）。

６、音韻対応の一傾向

　 4 節にて 3 言語の「南北方言音声の共通現象」を紹介し、そのような音声的対応の理由を

考察するために「 5 　日本語の南北方言対立における音声的傾向」の諸相を検討した。これ

らの事例では、各言語内での南北の方言対立をまずは示している。
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【Chart ₂】　東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）における「*g・k・x－*gw・kw・b・p・f・Φ」

North—*g・k・h・x South—*gw・kw・b・p・f 意味（meaning）

日本語 sukka-i
kitsu

suppa-i
pitsu

酸っぱい（sour）
ひつ 櫃（bucket made by wood）

朝鮮語 kor,（xur, hor,
/kol, xul, hol） puri （piri）/ pul （pїr） 村落・城邑（village）  

中国語 xwər,xua, huo fo, fei, pui （ v-, b-,m-） 火（fire）

日本漢字音 ｋ（*kw） ｗ（絵 we、恵 we、和 wa） 日本語の漢音（北方）/ 呉音（南方）

（【図 10 －①・②】参照、安部（2025.3b、2025.3c）も参照）

　　　　　　　　　【表 1 】 ＭＡ文化圏内の言語の「火」を表す語  ［*poi ～ *apoi］� ABE（2025）

日本語　Japanese [ hi ＜ pi, po ＜ ＊ʔpo ＜ ＊ʔpoi ＜ ＊apoi ]

中国語　Chinese [ huo (xuə・xua) ＜ hua ＜＊xwər 上古音（＜＊kwuər）＜＊puər ＜
＊puəi ＜＊ʔpuoi ＜＊apoi]

アイヌ語　Ainu [ apé　  ＜ ＊apui ＜ ＊apoi]
朝鮮語　Korean [ pul ＜　 pïl 　＜＊pui ＜ ?　]
南島語　Austronesian [ ＊apuy ＜ ＊apui ＜　＊apoi] 
アルタイ語祖語　Proto Altaic　 [ ＊p‘ ore  ]（fire, burn）/Greenberg （2002）, Eurasiatic, [＊par]

【参考：以下は Greenberg（2002）の「火」。日本語は［pi］とあるが祖語形［*po］と再構成すべき。】

153. FIRE3  par

PROTO-INDO-EUROPEAN *peu
∩
ōr ~ *pūr, *paəwr

◦
 (W), Greek pu∩r, Hittite pah

∪
h
∪

ur, Tocharian A 

por, Tocharian B puwar, Umbrian pir, Old English fy－r, Armenian hur, English fire.

YUKAGHIR: Kolyma par ʻcook.ʼ

PROTO-ALTAIC *pʻore ʻfire, burn,ʼ Proto-Turkic *ört ʻflame, burn,ʼ Old Turkic, Yakut ört ʻsteppe 

fire,ʼ Tatar ürt, Turkmen örte- ʻget burnt,ʼ Chuvash virt ʻsteppe fire.ʼ Middle Mongolian (h)örde- 

ʻburn, flame up,ʼ Written Mongolian örde- ʻburn,ʼ Khalkha ördö-ʻburn,ʼ Kalmyk ördə - ʻburnʼ Proto-

Tungus *puri- ~ *piri ʻto dry (over fire),ʼ Manchu f
ʻ
ariŋgʻ a ʻdry,ʼ Evenki huri- ʻdry.ʼ

MIDDLE KOREAN pil, modern Korean pul (MLC 832).

OLD JAPANESE pi, modern Japanese hi.

AINU ape parse ~ ape parparse ʻfire burnsʼ (dialects 1 and 3, Hattori 105: 56), parase ʻburn.ʼ

GILYAK paru- ʻburst into flames.ʼ

　　• SM 82

　通常、音韻対応と言う場合、多くは同一言語内か、既に同一語族と解釈されている言語間

での対応に対して使用される。一方、 3 言語間での共通性については、まだ同一単語に共通

して見出せている現象ではないので、そのような意味での“音韻対応”とは言えないかもし
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れない。しかし、何らかの音声的共通背景をもつ対応現象、と解釈することはできよう。あ

るいは、同一単語における事例としては、南北の相異の地理的位置がまだ明確でないが、次

の「火」の子音の対応例が該当する事例と言えるかもしれない。

　上述のような単語での、各言語内での規則的音声的対応の傾向、しかも、共通した気候境

界線の位置での南北対応は、偶然ではなく、一種の音韻対応事例と考えておくことがよりふ

さわしいと思われる。それは、インド・ヨーロッパ語族における東西（南北？）方言にあた

る 2 大分派（centum と satem）での対応と同類のものである可能性がある、と考えられる

からである（安部（2013）参照）。それゆえ、ここでは、あくまで「ある種の音韻対応の傾向」

として提示しておくこととする。（その要因についてのひとつの解釈（呼気量と呼気の鼻腔・

口腔での使用の相異）としては、安部清哉（2012.3）で考案してみたことがある。）

　なお、【Chart 2 】に示した実例では、［ｋ・ｘ・ｈ－ｐ・ｆ・ｗ］の例しかないが、それ以外

の理論的な検討と、安部清哉（2013. 3）の印欧語における南北（東西）の対応をも検討して、

理論的に再構成したものとして、ここでは［＊g・k・ｘ―― ＊gw・kw・p・ｆ］を対応例とし

て提示している。これらは、東アジアの言語の南北での音韻対応であると位置づけられる。

このように、対立する地理的位置も同時に示した「音韻対応」の指摘は初めてのものであろう。

　この指摘は、日本語・中国語・朝鮮語ばかりでなく、東アジア言語の研究にとって重要で

ある。なぜなら、この指摘によって、例えば【表 1 】のように、これまで別語源とされてき

た基礎語彙「火」の語源が、皆同一語源（推定祖語形 ［＊apoi］）であることが証明可能とな

るからである。

７、おわりに

　本稿では、アジアの東側、日本語、朝鮮語、中国語それぞれの方言の南・北の間に見出せ

る音声の相異（音声的対応関係）に、 3 言語に共通して現れたいわゆる「音韻対応」ともみ

なし得る一定の音声的傾向について報告し、考察してみた。

　その南・北での相違が現れる境界線の位置は、【図 3 】に示した「言語・文化・気候の複

合的境界線」の位置であった。それは、日本語方言ではいわゆる南北型の方言境界線である

「南北方言境界線」（【図 6 －①】参照）にあたり、朝鮮語においては著名な「南・北方言群

の等語線帯」（【図 5 －①】、【図 5 －②】も参照）の位置がそれに相当する、と解釈された。

中国語においては、時代が現代に下るに従い北側の官話系統の北方方言（普通話に代表され

る）の影響が南下してきているために、新しい時代の方言的境界線は南方にずっと下がって

いると解釈されるが（例えば【図 8 】にある広東付近の www 線等）、古くは中国大陸の言

語文化境界線であるいわゆる「秦嶺・淮河線」がその位置に該当すると解釈される。その位

置は、現在でも河川名での南北の対照的分布範囲が示す南北境界線に残存していると解釈さ
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れる（【図 4 －①・②】参照）。そして、これら 3 地域での言語・文化の総合的境界線は、

【図 3 】の境界線のように示すことができる。（朝鮮語での境界線が、他の 2 言語よりやや北

側に位置するのは下記のように、気候の影響故との解釈に立ち、暖流の影響故に北寄りに押

し上げられていると仮定している。）

　ではなぜ、【図 3 】のように、 3 地域の 3 言語でほぼ同じような緯度で、東西にひと続き

の横一線的な境界線をかたちづくって 3 言語の南・北方言が形成されているのだろうか。

　その要因の第一義的背景としては、気候の南北での大きな（急激で断絶的な）相違がある

と解釈される。それが、他のあらゆる文化人類学的な諸現象全般における南北での相違を生

み出す要因となっている。それに拠って、直接的・間接的に人類、民族、民俗などの範疇で

の人間の行動において、南北での移動、交流、交渉、均質化の障害を生み出し、南北の言語

（方言）の混淆（混在・均質化）の進行を減退させ、また、南・北それぞれの内部での言語・

文化の固定化・滞留化を引き起こした。畢竟、それが南・北間での断絶的相違、即ち方言境

界線を集積させ、長期間のうちに両方言間での大きな相異を蓄積・集成させることになった、

と結論付けられる（安部（1999）以降の関連拙論および【補注】の文献参照）。

　文化人類学関係における南北での相違を示す諸現象の具体的事例については、安部

（2006.3）にて多くの分布地図を掲載し、その影響範囲の広さ、多様さ、深さを提示した。

その後、収集した同じような分布を、本稿でも【図11～16】に追加しておいた。

　またなぜ、語彙、文法、音声での単なる南北相違というだけでなく、特に音声的現象にお

いて 3 言語間にて本稿で示したような一定の共通性をもつ傾向が（一部であれ）現れ得るの

か、という点が問題となる。それについては、【図 3 】のように東アジア側に境界線が現れ

るならば、類似する現象（自然現象）はヨーロッパ側にも、見出だせると推定した。その結

果、見出せたのがインド・ヨーロッパ語族の centum-satem の 2 大方言分派の境界線（安部

（2013））である。その境界帯でも、言語（方言）の 2 大分派の境界だけでなく、気候や生物

の境界が重なり束をつくっている言語・文化の複合境界帯と言えるものであった。そして、

東アジア側とヨーロッパ側とで共通している境界の現象は、やはり気候（気温と降水量）で

あった。そのことから推察して、安部（2012.3）にてその要因（呼気量）についてひとつの

試論をかつて提示してみた。そこでの結論は大局的には現時点でも要因の少なくとも一部で

あろうと考えている。

　本稿で取り上げたアジアの南北間の音声現象をなぜあえて考える必要があるのか。ひとつ

には、これらの言語の背景に、モンスーン・アジアという領域が見られるからである（安部

（2025.3 ｃ））。もうひとつは、上記のような 3 言語の南北方言境界線は、それと成立要因を

同じくすると見なせるインド・ヨーロッパ語族での南北間の言語（方言）境界線、すなわち

二大分派 Centum-Satem の南北（東西）の境界線とある意味でパラレルな関係があるとみ

なせるからである（安部（2013））。このアジアとヨーロッパの東・西 2 つの南北方言境界線
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における言語対応関係を、洋の東西で比較しながら研究を進める必要がある。そして、それ

ら「アジアの古い言語状態」の解明には、モンスーン・アジアの河川名（水名）（安部（2025.3

ｂ））の研究が新しい視点を提供している（【補注 2 】参照）。また、日本語の方言分布の形

成過程の解明も、そのような言語史研究に寄与するところが大きい（ABE（2025）、安部

（2023）、安部（2023.5））。

　それらと本稿（安部（2025.3 ａ））とを併せて見ていくと、日本語の系統、日本語の形成過

程、すなわち日本語の起源については、従来の研究の蓄積を改めて見直していく必要がある

と考える。これらについても、ご批判をいただければ幸いである。

　さて、 4 章で指摘した【表 1】「*g・k・x・x － *gw・kw・b・p・f・Φ」を含め、この音

韻対応は、アジア言語史の解明にとって重要である。なぜなら、例えば、これまでまったく

別語とされていた中国語の「火」（huo　［xwə ・ xua］）が、他のアジア言語と関連付けるこ

とが可能となり、はじめて、他のアジア言語の「火」と同源と見なす「理論的裏づけ」を与

えることができるからである。AN 語などの祖語形にあるｐ音と同じでないが、共通する祖

語形［*kw］ からの変化形で、南のｐ音に対応する［*kw, *k, *x, *w］ などの音であることの説

明が可能となる。

　ＭＡ文化圏のような、極めて特異な広域の領域の指摘は、この一連の研究が世界的にも最

初のものであるから（ABE（2006）など）、今後批判的検討が必要であることはもちろんであ

る。しかし、ＭＡ文化圏は、モンゴロイドの文化としても、人類史的に見ても、極めて興味

深い領域であることは明白であろう（安部（2025. 3c）参照）。この領域の危機言語の調査など、

貴重な研究データ収集を急ぐことを含め、今後、この領域を対象とした国際的・学際的研究

が盛んになることを期待したい。

◆【注】
【注１】　東アジアの東北部は、気候が寒冷化していく関係で、諸現象の分布が希薄になり、Cline（地

理的漸移勾配）をなすと解釈される。
【注２】「秦嶺・淮河線」The Qinling–Huaihe Line （Chinese: 秦岭淮河线秦岭淮河线 ; pinyin: Qínlǐng Huáihé Xiàn）
＝ Wikipedia での記載より。

「秦嶺・淮河線（しんれい・わいがせん）は中国東部[1]における年間降水量 1000mm のラインの
ことである。秦嶺・淮河ライン、チンリン・ホワイ線ともいう。ちょうど年間降水量 1000mm の
等量線が秦嶺山脈と淮河を結ぶ線と一致することからこの名前で呼ばれ、一般的にこの線より以北
が小麦地帯、以南が稲作地帯とされている。耕作穀物の違いが、食文化の違いも産んでおり、この
線の北側が麺食・パン食、南側が米食という主食を分ける大まかな線と考えることもできる。中国
では秦嶺・淮河線が 800mm 等降水量線であり、1 月の 0 度等温線である。伝統上これを境に、「南
北」が分かれる。気候が大きく異なると共に農業生産や生活習慣が大きく異なる。」
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【注３】　かつて安部（1999，玉藻 35）において、日本語方言内部の分布状況から、次のような南北間
の音韻対応の傾向を試案して再構成してみたことがある。これは、まだ修正が必要であったが、本文
で示した表は、これが元になっている。この表のうち、本文の【表 3 】に示した「 1 ）Labial=[b・p 
― m ]、 2 ）Dental=［d・t ― n］、 3 ）Labial Velar＝［*g・k・x・ｈ ― *gw・*kw・p・ｆ・Φ］」は、
3 ）に修正が加わったが、おおよそ合っている（変更なし）かと思われる。）

【補注 1】　「南北型方言分布」に触れている拙論の構成はおよそ以下の通り（備忘として記す）。
１　全体的概説（定義・特徴などの解説）

○安部清哉（2013. 2）「日本語方言における『南北方言分布』（語彙音韻文法）の特徴」『玉藻』47
２　該当地図一覧 （2013. 3 の図が１頁大の大きさで見やすい。その後安部（2014. 3）で 2 図追加で現

在 27 図）
○安部清哉（2013. 3）「日本語の「南北型方言分布」研究のための言語地図一覧」『学習院大学文学部

研究年報』60
○安部清哉（2014. 3）「日本語の「南北型方言分布」の地理言語学的解釈」『東洋文化研究』16

３　個別地図の解釈（南北型方言に関する最初の拙論のみ。他は略）
○安部清哉（1999. 9）「日本列島におけるもう一つの方言分布境界線“気候線”」『玉藻』35
○安部清哉（2009. 3）、○安部清哉（2011. 3）、○安部清哉（2014. 3）

４　アジア、ヨーロッパの方言分布との関連性
○安部清哉（2013. 3）「日本語およびアジア言語における「南北方言分布境界線」から見たインド・ヨー

ロッパ語二大分派 Centum-Satem の境界線」『東洋文化研究』15（学習院大学東洋文化研究所）
○安部清哉（2007. 10）

５　文化、気候、呼気量などの諸現象との関連
○安部清哉（2006. 3）「アジアと日本列島における言語・文化境界線“気候線”（摂氏 0 度線）――言

語地理学と文化地理学から――」『学習院大学文学部研究年報』52
○安部清哉（2012. 3）「東アジア言語（日本語・中国語・朝鮮語）の南北方言の音韻対応から推定さ

れた紀元前 1 万年前の『呼気量変化』（口腔鼻腔流出量比率変化）とその要因について」『人文』
10、pp.7‒39.

○安部清哉（2013. 3）「日本語およびアジア言語における「南北方言分布境界線」から見たインド・ヨー
ロッパ語二大分派 Centum-Satem の境界線」『東洋文化研究』15（学習院大学東洋文化研究所）

○安部清哉（2013. 5）「気候は、言語・方言を作るか？――アジア言語の“Centum-Satum 的基層語派”
を区画する地理的指標となるか――」『日本語学』32-6（409 号、2013 年 5 月号）

【補注 2】　河川名ナイと中国語「泥」（川）・「濘」（小川・水）
　日本語方言とアイヌ語、朝鮮語にもある河川名「ナイ」が、モンスーン・アジア（ＭＡ）領域内に広
く分布していることを安部（2001.8）で指摘して以来（例えば安部（2008）の分布図参照）、中国語の中
の同源語の探索が課題であった。中国語の川、河、江、溝、渓、谿、峪、滎などを調べても、ｎ音で始
まる漢字は出てこない。ＭＡ内に声調言語として拡大する過程で、これらの漢字語がナイを駆逐し消滅
させたのか、とも思えた。一方、安部（2025.3ｃ）【補注】にて紹介したように、日本語の古い基礎語
彙との同源語が、朝鮮語・アイヌ語だけでなく中国語や周辺言語でも見出せる事例が少なくない。その
点を考慮すると、中国語のどこかに形・義を変化させて隠れているのではないか、と強く思われた。そ
のような中、意味は風土に順応して言わば「土着化」する事例を、語彙の「寒冷地適応」という現象で
再認識しながら（安部（2025.3ｂ））、かつて何度か訪問した中国大陸の風景を思い返していた。北はハ
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ルピン・長春、南はチワン族自治省・広州・雲南省、西は洛陽・西安での記憶を手繰り寄せ、現地で何
度か見た黄色い川、黄土に染まった茶色い川の光景の上に「黄河」の文字が重なり、ある漢字に思い
至った。「泥」「濘」である。古音の頭子音は 2 字とも n 音。果たせるかな「濘」の意味には「小さな川」

「水のさま」がある。「泥」は「〔説文〕十一上に川の名とする」『字通』とあり、実在の複数の河川の名
前としても残存していた（「泥、泥水」『大漢和辞典』）。黄土大地の上で、河川名「ナイ」は中国語では「黄
色い川、泥水」が常態化し「泥」や「濘」となって土着化を果たしていた、それが河川名「ナイ」の残
影なのではないだろうか。
◆ MA の基礎語彙「ナイ」（河川・水）の中国語での同源語形「泥」「濘」

○意味変化：「水や水の流れ」⇒「土交じりの茶色い水や川」「黄河」⇒「水の混じった柔らかな土」
⇒「泥」「濘」。すなわち古層の河川名・水名は中国語「泥」「濘」として土着化した。

○音変化：中国語 Chinese［ner, nei, ndei （＜ niei / nəi ）＜＊ nai  < ＊ nahdi］　ネイ、ナイ、デイ、
●「泥」：『学研漢和大辞典』古音の記載＝ ner-nei (ndei)-niəi-ni (nì・ni) 
●「泥」［niər / niei］＝［Archaic Chinese / Ancient Chinese］ reconstructed by Karlgren（周法

高主編（1974）『漢字古今音彙』中文大學出版社、「濘」はカールグレンの再構音無し（⑵の文献
参照）。

●「泥」［nai ② B］（客話方言）、［nèi ②］（粵粵語方言）（⑶の李珍華・周長楫編撰（1998）『漢字古今
音表（修訂本）』中華書局）

◇「濘」：『学研漢和大辞典』では古音の記載なし。カールグレンの再構音も無し（⑵の文献参照）。
◇『上古音韻表稿』『漢字古音音表』『漢字古音音彙』に各古音の記載がある（以下参照）。
　⑴　慶谷壽信『董同龢「上古音韵表稿」索引』文海出版社有限公司
　　　　　〇　泥①　　224　　平　　nied　　／　〇　泥②　　224　　去　　nied
　　　　　〇　濘①　　181　　上　　nieng　 ／　〇　濘②　　181　　去　　nieng
　⑵　周法高主編（1974）『漢字古今音彙』中文大學出版社
　　　　　「泥」＝ ［ niər/niei/ni ］=［ ① / ② / ③ ］　by Karlgren
　　　　　① Archaic Chinese reconstructed by Karlgren for th character ̒ 泥 .̓
　　　　　② Ancient Chinese reconstructed by Karlgren for th character ̒ 泥 .̓
　　　　　③ pronunciation of character̒ 泥 i̓n Mandarin Chinese as found in GSR.
　⑶　李珍華・周長楫編撰（1998）『漢字古今音表（修訂本）』中華書局

【付記 1】本稿は、参考文献にもあげた安部（2007. 10）のシンポジウム論集でのレジュメ原稿に拠り、
その後の事例を大幅に補充したものである。そこでの中国語題名・英語題名は次の通り。

　　　中国語題名：汉语汉语・日・日语语・朝・朝鲜语鲜语所共通的 “所共通的 “ 东亚东亚南北方言 ” 和 “ 音韻対応 ” 的傾向南北方言 ” 和 “ 音韻対応 ” 的傾向
Certain phonological correspondences in the North-South dialects of East Asian languages 
( Japanese, Chinese and Korean) [k, x-p], ABE Seiya

【付記 2】本稿は、以下の研究費による研究成果の一部である。関係各位に深謝申し上げます。
　○ 2023-24 年度学習院大学東洋文化研究所研究プロジェクト「河川名と指示代名詞」（安部清哉）
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　○平成 15‒17 年度科学研究費補助金基盤研究（C）（2）「言語成層論モデルによる日本語とモンスー
ン・アジア地域の言語史に関する基礎的研究」（課題番号 15520298、代表者：安部）

【参考文献】（50 音順）
あべせいや（1997）『日本語の起源－－日本語のルーツを探ったら』アリス館
ABE, Seiya, (1998.7.28-29),“Several Strata in the Histrical Formation of Japanese Dialects”, 

(Proceedings of 2nd International Congress of Dialectologists & Giolinguists ; The International 
Society for Dialectology and Giolinguistics)

ABE, Seiya, (2003.7.29)Dialectical/climatic features and distribution of terms for watercourses in 
Asian languages : the case of Japanese, Korean, and Chinese, Papers of Ⅹ Ⅴ Ⅱ International 
Congress of Linguists' in CD-ROM,Prague,CIL,2003,

ABE, Seiya, (2006), On the “Monsoon Asia Substratum” and Altaic Superstratum in East Asia: A 
Stratificational Approach to Geolinguistics, In Guido Oebel (ed.), Japanische Beitrage zu Kultur 
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Wolfgang Viereck, 79-96. LINCOM GmbH, Muenchen, Deutschland.

ABE, Seiya, (2025)The Classification and Division of Japanese Dialects, The Handbook of Japanese 
Dialects, Kibe, Nitta and Sasaki edit., De Gruyter Mouton, Berlin.
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Phonological correspondence [k/x-p] (< [*kw]) in the North-South dialects of East Asian languages 
(Japanese, Chinese and Korean)

ABE Seiya
　Certain areas of Asia and the Pacific Rim are recognized as having culturally shared phenomena 
with climatological characteristics, known as “monsoon climates” (Monsoon Asia). Many cultural 
anthropological commonalities can be found in this area, including mythology, fauna, flora, folklore, and 
archaeology. In addition, common linguistic phenomena and the distribution of words of the same 
etymological origin are present in this territory. Therefore, as a special cultural area, we refer to this 
area as the “Monsoon Asia Cultural Sphere”(M.A. Cultural Sphere). 
　The Qinling-Huaihe Line, a prominent north-south cultural boundary in China, is also found within 
this area.To the east on the same latitude as this Qinling-Huaihe line, the north-south dialect boundary 
of Korean and the north-dialect boundary of Japanese exist in east-west succession. The north-south 
dialect boundary of the three regions can be interpreted as forming a single continuous dialect 
boundary from a linguistic point of view. Factors contributing to the common dialect boundaries in 
this position can be interpreted as being due to the large differences in climatic temperature and 
rainfall between the north and south.This north-south boundary, which is continuous in three regions 
- China, Korea and Japan - is tentatively named the ‘Monsoon Asia Central Climate Line’ (M.A. Central 
Climate Line).
　In the north-south dialects of this borderline, a certain phonological correspondence phenomenon 
exists that is common to the north-south dialects of Japanese, Chinese, and Korean that are bounded 
by this borderline, the phonetic correspondence [k/χ--p] (north--south). Other phonological 
correspondences [b/p--m], [d/t--n], [g/k/χ/h--p/b/f/ Φ /w ( ← *kw)] (north--south) can also be found. 
An oppositional tendency can be observed in these north-south differences in “phonological 
correspondence,” with the north-sounding voice being plosive and the south-sounding voice being 
nasal (or Labial, grave), respectively. 
　This phonological correspondence can be used to highlight that words for “fire” in Chinese, 
Japanese, and Austronesian languages, which were previously thought to be separate words, may 
share the same ancestor (<[*apoi]). The interpretation of this north-south phonological correspondence 
is therefore important not only for Japanese, Chinese, and Korean, but also for the study of the 
languages of Monsoon Asia.
　Key Words: Phonological correspondence, Monsoon Asia Cultural Sphere, north-south sound 

correspondence, river-name, The Qinling-Huaihe Line hydronym.
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大学紀要』3‒2．

渡辺誠（1986.7）「縄文文化再考」坪井清足編『縄文との対話（日本古代史 2 ）』集英社、典拠資料不掲載
R. ルーウィン（2002）『ここまでわかった人類の起源と進化』（てらぺいあ）
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【図１－①】モンスーン・アジアの領域とアルタイ諸語の領域（安部 2025）

【図１－②】モンスーン・アジアの領域とオーストロネシア語の拡散範囲（安部 2025）

実太線：モンスーン・アジア文化圏、実線：アルタイ諸語の領域、点線：オーストロネシア語族の領域
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【図２】　類別詞 Classifiers の分布領域　（Aikhenvald（2000）を太平洋を中心に改編して補助線を加筆）

【図３】　アジアにおける言語・文化・気候の複合境界線　（安部（2013.3））

(based on Alexandra Y. Aikhenvald (2000))
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【図４－①Ａ】　中国における河川名「江―河」の南北相違　（鈴木秀夫（1978）『気候と文明』）

【図４－①Ｂ】　中国における河川名「江―河」の南北相違　（橋本萬太郎（1981）『現代博言学』）
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【図４－②】　中国における河川名「溝―渓」の南北相違� 陳正祥（1982）『中国歴史・文化地理図冊』

【図５－①】　朝鮮語　「城・忽（村落）＝夫里 pul」における南北の[x・k-p］対応　（北部方言の音価には
　　　　　　[kor], [hor] 諸説あり）（李崇寧（1967）『韓国方言史』）

中國「溪」、「溝」地名的南北對立

　李崇寧　1967．
韓
國
方
言
史
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【図５－②】　朝鮮語における南北方言境界線　（李崇寧（1967）『韓国方言史』）

【図６－①】　日本語方言における南北型方言分布　（安部（1999）以降。安部（2025））
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【図６－②】　日本語方言における南北での相違：「スッパイとスッカイの南北境界」（右枠）および、「イ」
「エ」と「エイ」における南北の相異（前舌狭母音のイが北部で影響を受け、《中舌寄り少
し広い》エに接近する）（安部（2023））

【図６－③】　アクセントの南北相違：アクセントの北方分布（狭母音（i・u）の影響を受ける）（《前舌・狭》
母音のイが、《後ろ・狭》のウと共に北部で影響を受ける。より《広・中》のア・オ・エの
ようにはアクセントを支えられない？（安部（2023））
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【図７】　東アジアの旧石器（細石刃文化）の₂タイプの南北拡散ルートと南北境界線　（吉崎昌一（1986））

【図８】　中国語における南北の「k-p・ｆ・m」：否定語の南北方言での相違（鈴木秀夫（1978））、：図は
橋本萬太郎による資料を地図化したもので、北部に［aku］[aqu] も見られる点に注意。）

図　否定語の分布（橋本による資料を図化）

図　モンスーン・アジア文化圏の中の東北アジアの位置（補助線安部追記）
CONTACT WITH THE MAINLAND

Figure 3.16　Diffusion of wedge-shape microblade core from the mainland into the Japaniese islands (Yoshizaki 1986)
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【図９－①Ａ】　日本語方言における南北［k － p］対応：「キツ－ヒツ」（櫃：木桶）　（安部（2013））

【図９－①Ｂ】　日本・中国語・朝鮮語・アイヌ語の「キツ・ヒツ」（木桶・櫃）の言語地図　（安部（2013））
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【図９－②】　日本語方言における南北［k － p］対応：「北アクド－＊アフド（＞アウド＞南アド）」（踵）　
（安部（2013）、図は佐藤亮一（＝））、LAJ「踵の言語地図」参照

【図９－③】　日本語方言における南北［k － p］対応：「北クジナ―南フジナ・ムジナ」（タンポポ）
　　　　　　（安部（2013）、図は佐藤亮一（＝））、LAJ「蒲公英の言語地図」参照

＊「北クジナ―南フジナ・ムジナ」：地図の北方方言
にクジナが確認できる。南の語形としては地図には
表れないが、フジナ（h< ｐ音）は大分県大分郡、
ｍ音のムジナ、ムチナ、ｂ音のブチナが「《むじな》

《むちな》《ぶちな》 勢州※ 034 ※ 039」（『日本方言
学大辞典』）、また文献では平安期の「フヂナ」が『本
草和名』〔918 頃〕「蒲公草 一名耨草〈上江項反 下
奴豆反〉和名布知奈」に確認でき、文献で南側（伊勢・
京都・大分）の「ｍ、ｂ、ｈ（ｐ）」音が確認できる。

たんぽぽ（蒲公英）
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【図 10 －①】　東アジア諸言語おける「火」の分布　（諏訪哲郎（1988）：北から南にかけて「hu ‐ hw 
–x -xw -xu -gu -f （Φ）- m・ｎ - p・b- ｖ」という漸移的変化が認められる）

【上図のような鈴木秀夫氏の解釈（日本語・中国語と AN 語・アイヌ語とは別語）とは異なり、日本語「火」
（ヒ＜ホ［po ＜ *ʔpo ＜ *apoi］）は、AN 語やアイヌ語と同源と考えられる。また図 10 －①や「k・ｈ・
χ－ｐ・ｍ］の南北での音声的対応に照らすと、中国語「火」も同源語である可能性もある。】

【図 10 －②】　アジア・太平洋における「火」の分布　（鈴木秀夫（1987））
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【図 11】　北モンゴロイドと南モンゴロイドの南北分布境界線（オッペンハイマー（2007 ＜ 2003））

図５・２　東アジアのモンゴロイド型と歯の分化の地図。スンダ型と中国型の歯形は、南モンゴロイドと北モンゴロイ
ドにそれぞれおおよそ重なるが、例外は南中国、揚子江が北と南のモンゴロイドを分けている。サハリンと日本が入っ
ていないのは、先住民のアイヌ人と、その縄文人の祖先が、部分的にスンダ型を示しているため。

（Stephen, Oppenheimer, Out of Eden: the peopling of the world, 2003, 『人類の足跡の10万年全史』2007, 草思社）
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【図 13】　アジアにおけるエステラーゼ同位酵素 A 型・E 型系統の北・南の分布　（吉武成美（1986）
 　　　　『日本人のための生物資源のルーツを探る』筑波書房（南北の境界線を補入）
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【図 16】　東方アジアにおける樹上葬・台上葬の分布　（江守五夫（1993）、列島部に安部（2023）での
南北方言境界帯の補助線を加筆）

　　　　（江守五夫（1993）「日本の家族慣習の一源流としての中国北方民族文化」）
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【図 17】　ブナ林の分布：日本海型・太平洋型の植生学的な境界（福嶋ほか 5 名（1995）「日本のブナ林
群落の植物社会学的新体系」『日本生態学会誌』45）


